
梅窓院通信 No.123 8

令和5年度請求時期のお知らせ
令和5年度の護寺費・管理費・年会費の請求書は4月中旬頃の発送を予定しております。お手元
に届きますまで今しばらくお待ち頂きます様お願い申し上げます。
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梅窓院
令和5年2月1日
中島 真成
青山文化村
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-38
03-3404-8447
03-3404-8107
https://www.baisouin.or.jp/
jodo@baisouin.or.jp
中村康隆元浄土門主
総本山知恩院第八十六世門跡

11月22日(火)梅窓院で消防訓練を行な
いました。僧侶や職員が消火活動を実践
し、より一層防災意識を高めました。

芝公園にある浄土宗大本山増上寺の令和
5年度御忌大会にて、4月6日(木)に当院の
中島真成住職が御忌法要の主役である唱
導師を勤めることとなりました。それに伴い
団体参拝を催します。
また、当日行われるお練り行列のお稚児さん
も募集しております。とても良い記念になりま
すので、この機会にぜひお孫さんやお子様と
一緒にご参加下さいませ。
詳細は4・5面と同封のチラシをご覧下さい。
皆様のご参拝をお待ちしています。

令和5年度
増上寺御忌団体参拝の

お知らせ
参加費無料・お申込み受付中！

お檀家さんに伺いました

本日は両親のお墓参りと二人が可愛がっていた猫が無礙光塔で眠っていますので、ペット慰
霊法要に参列をしました。
家族以外にはクールで気高く、とても愛らしい子で、母亡きあとは父を支える存在でしたが、
父よりほんの一足早く旅立ってしまいました。供養について悩んでいた時にちょうど無礙光
塔ができて、父母と一緒の場所に眠らせてあげることができて本当に有難かったです。今頃
は両親と仲良くお空から見守ってくれていると思います。

令和4年 秋彼岸会にて

『家族はいつでも一緒です』

『消防訓練』
11月10日(木)「火災予防業務協力者等表
彰式」にて赤坂消防署より、日頃から管内の
火災予防業務等に尽力したとして、感謝状
が授与されました。

『秋の火災予防運動への貢献』

春彼岸会法要
3月21日（火・祝）
寄席　午後1時～　祖師堂
法要　午後2時～　祖師堂

3月21日（火・祝）～22日（水）
春彼岸物産展　  　観音堂
※詳細は3面をご覧下さい。

第83回 念仏と法話の会
6月15日（木）
講師：高知県　正福寺住職
　　 月城嘉辰上人

行事予定

大施餓鬼会法要
5月20日(土)

増上寺御忌大会団体参拝
4月6日(木)
※詳細は4・5面、別紙チラシをご覧下さい。

開山忌法要・能楽奉納
6月10日（土）

はなまつり
4月2日（日）～ 8日（土）
2階　本堂
お釈迦様の誕生日をお祝いする
「はなまつり」。寺院棟2階本堂エ
ントランスに花
御堂がございま
す。皆様どうぞご
参拝下さい。

梅窓院では4月より「令和5年度前
期仏教講座」を開講します。今年度
前期も4名の先生が担当します。ど
うぞお気軽にご参加下さい。
※詳細は別紙チラシをご覧下さい。

令和5年度
仏教講座のご案内

お知らせ

御忌に随喜する中島住職。

1 梅窓院通信 No.123

春彼岸号B A I S O U I N  N E W S    A O Y A M A

2023/02/01
No.123

　

住
職
挨
拶

梅
窓
院
第
二
十
五
世  

中
島 

真
成

　令
和
五
年
も
は
や

二
月
を
迎
え
ま
す
。

皆
様
、お
変
わ
り
な

く
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　さ
て
、こ
の
四
月
に

は
浄
土
宗
大
本
山
増

上
寺
の
御
忌
法
要
で

唱
導
師
を
勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。前
号
の『
青
山
』

で
お
知
ら
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、先
々
代
、先
代
に
続
く
三
代

目
と
し
て
の
大
役
。増
上
寺
よ
り
昨
年
秋
に
は
親
書
、今
冬
に
は
教

書
を
授
か
り
、生
涯
一
度
の
晴
れ
舞
台
に
向
け
習
礼（
練
習
）も
重
ね

て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
て
大
役
を
果
た
せ
る
の
も
梅
窓
院
の
法
灯
を
継
承
し

て
き
た
歴
代
住
職
、お
寺
を
支
え
続
け
て
き
て
頂
い
た
檀
信
徒
の

皆
様
、ご
先
祖
様
の
お
陰
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。つ
き
ま
し
て

は
誌
面
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、お
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
ご
参

拝
頂
き
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　お
練
り
の
稚
児
行
列
に
は
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

お
子
さ
ん
ま
で
、保
護
者
様
と
も
ど
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。ま
た
、

増
上
寺
周
辺
に
は
名
所
旧
跡
も
数
多
く
、法
要
と
併
せ
て
お
楽
し

み
頂
け
る
か
と
存
じ
ま
す
。

　四
月
六
日
、平
日
の
木
曜
日
に
な
り
ま
す
が
、ど
う
ぞ
ご
家
族

皆
様
で
ご
参
加
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　さ
て
、春
彼
岸
会
で
す
が
、四
年
ぶ
り
に
郡
上
八
幡
物
産
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
。観
音
堂
に
郡
上
の
名
産
品
の
数
々
が
並
び
ま
す
の

で
、彼
岸
法
要
の
前
後
に
お
立
ち
寄
り
、お
楽
し
み
下
さ
い
。

　そ
し
て
令
和
五
年
前
期
の
仏
教
講
座
が
始
ま
り
ま
す
。本
誌
の

「
梅
窓
院
を
囲
む
人
々
」に
、仏
教
講
座
の
先
生
方
に
ご
登
場
頂
き

ま
す
。は
や
二
十
年
に
な
り
ま
す
こ
の
仏
教
講
座
、気
軽
に
仏
教
に

触
れ
て
頂
く
場
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。本
誌
で
先
生
方
の
講
座
へ

の
思
い
を
お
読
み
頂
け
れ
ば
、講
座
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る
か

と
存
じ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、御
忌
法
要
へ
の
ご
参
列
、重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御忌大会が催される大本山増上寺の三門。

梅窓院通信 前期
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い
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、先
だ
って
お
伝
え
し
て
あ
り
ま
す
が
、一
月

に
増
上
寺
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
教
書
伝
達
式
に
て
、

小
澤
憲
珠
ご
法
主
台
下
よ
り
正
式
に
、当
山
住
職
を

今
春
の
増
上
寺
御
忌
大
会
五
日
目（
四
月
六
日
）

日
中
法
要
唱
導
師
に
任
命
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
と
申
し
ま
す
と
、当
日
は
受
付
・
団
参
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。例
年
、増

上
寺
御
忌
で
は
東
京
教
区
内
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る

団
参
の
案
内
を
若
手
僧
侶
の
集
ま
り
で
あ
る
青
年

会
で
お
手
伝
い
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
度
は
梅
窓
院

の
檀
信
徒
の
皆
様
と
一
緒
に
増
上
寺
に
参
拝
で
き
ま

す
こ
と
を
今
か
ら
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

春
彼
岸
物
産
展

3
月
21
日・22
日  

観
音
堂

4
年
ぶ
り
に
特
産
品
が
目
白
押
し

の
郡
上
八
幡
物
産
展
が
梅
窓
院
に

帰
っ
て
き
ま
す
！
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
求
め
下
さ
い
。

※
場
所
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

（
副
住
職
　
中
島
真
紹
）

春
彼
岸
会
に
よ
せ
て

春
彼
岸
と
は

〜
彼
岸
会
と
お
墓
参
り
〜

一
年
に
二
回
、昼
と
夜
の
長
さ

が
同
じ
に
な
る
日
を
お
彼
岸
の

中
日
と
し
て
、そ
の
前
後
三
日
ず

つ
、中
日
を
い
れ
て
七
日
間
が
お

彼
岸
に
な
り
ま
す
。日
本
で
始

ま
っ
た
行
事
で
、お
墓
参
り
を
す

る
習
慣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

春
彼
岸
法
要

三
月
二
十
一日（
火・祝
）

午
後
一
時
〜
地
下
二
階 

祖
師
堂

彼
岸
寄
席

彼
岸
寄
席

午
後
二
時
〜
地
下
二
階 

祖
師
堂

春
彼
岸
法
要

春
彼
岸
法
要

塔婆回向料…1本／7,000円
・同封のハガキにご記入の上、3月10日（金）必着でお申込み下さい。
・塔婆回向料は、同封の振込用紙で郵便局にてお支払い頂くか、受付まで
お持ち下さい。（銀行・コンビニでのお支払いはできません。）

塔婆申込み方法

梅窓院僧侶がご供養を勤めます。ぜひご参列下さい。なお、感染状
況によってはライブ配信に切り替える可能性もございますので、予め
ご了承下さい。

正午～　2階本堂にて
主催：株式会社ジャパンエキスパートシステム

令和5年 春のペット慰霊法要のお知らせ

立
川
小
談
志
師
匠

岐
阜
県
出
身
。

昭
和
五
十
一
年
九
月
八
日
生
ま
れ
。

本
名
　寺
田
政
春

一
九
九
九
年
五
月  

立
川
談
志
に
入
門
。

前
座
名「
談
吉
」。

二
〇
〇
七
年
七
月 

二
ツ
目
昇
進
、

「
泉
水
亭
錦
魚
」を
襲
名
。

二
〇
一
一
年
十
一
月  

談
志
死
去
の
た
め
、

二
〇
一
二
年
四
月  

龍
志
門
下
へ
。

二
〇
一
五
年
十
月  

真
打
に
昇
進
、

二
代
目「
立
川
小
談
志
」を
襲
名
。

芸　歴 プロフィール

た
て
か
わ

こ

し

だ
ん

・お彼岸前後の土・日・祝日はお参りに来られる方で境内が大変混
み合います。ご来寺の際は感染症対策をした上で電車等、公共交
通機関をご利用下さい。
・3月18日～24日まで、境内駐車スペースは、お体のご不自由な方、
車椅子をお使いの方の車を優先とさせて頂きます。ご協力お願い
致します。
・会場内の空調は微調整が難しいため、ご自身で温度調整できる服
装でご来寺下さい。

春彼岸中のお檀家様へお願い

彼岸寄席を中止とし、2階本堂にて法要の様子をライブ配信予定です。
お席のご用意はございませんが、法要中はお焼香頂けますので、宜し
ければ本堂へお参り下さい。
お塔婆につきましては、法要後に僧侶にて建て
させて頂きます。

最新情報は梅窓院ホームページをご覧下さい。
https://www.baisouin.or.jp/ 梅窓院ホームページの

QRコード

東京都に緊急事態宣言及び
まん延防止等重点措置が発出された場合

唐
の
詩
人
杜
牧
の
有
名
な
詩
「
江

南
の
春
」
の
起
承
は
、

千
里
　
鶯
啼
い
て
　
緑
　
紅
に
映
ず

水
村
　
山
郭
　
酒
旗
の
風

と
詠
わ
れ
て
い
る
。
は
る
か
見
渡
す
か
ぎ
り

鶯
が
鳴
き
、
若
葉
の
緑
が
花
の
紅
に
映
え
て

広
が
る
。
水
辺
の
村
も
山
裾
の
里
も
居
酒
屋

の
旗
が
風
に
は
た
め
い
て
い
る
…
…
、
雄
大

な
る
長
江
が
流
れ
る
中
国
江
南
地
方
の
お

お
ら
か
に
し
て
の
ど
か
な
春
の
景
色
で
あ

る
。
冒
頭
、
「
千
里
鶯
啼
く
」
と
し
て
、

広
々
と
は
る
か
に
つ
ら
な
る
平
野
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
聞
こ
え
る
鶯
の
声
を
置
い
た
と
こ
ろ

が
絶
妙
で
あ
る
。

さ
て
、
鶯
は
日
本
人
に
と
っ
て
も
ま
こ
と

に
親
し
み
深
い
鳥
で
あ
る
。
「
鶯
の
初
音
」

は
春
の
到
来
を
告
げ
る
よ
ろ
こ
ば
し
い
も
の

で
あ
り
、
「
鶯
の
谷
渡
り
」
は
谷
間
の
枝
か

ら
枝
へ
と
す
ば
や
く
軽
や
か
に
飛
び
渡
る
動

き
と
、
「
ケ
ッ
キ
ョ
ー
、
ケ
ッ
キ
ョ
ー
」
と

続
け
ざ
ま
に
や
か
ま
し
く
鳴
く
鳴
き
声
を

嘆
じ
た
も
の
で
あ
る
。
「
梅
に
鶯
」
と
言
え

ば
、
よ
く
調
和
し
た
お
似
合
い
の
仲
の
よ
い

ほ
ほ
え
ま
し
い
こ
と
の
た
と
え
で
あ
る
。
ま

た
「
鶯
の
笹
鳴
き
」
「
鶯
の
笹
笛
」
は
、
冬

に
舌
鼓
を
打
つ
よ
う
に
「
チ
ャ
ッ
チ
ャ
ッ
」

と
鳴
く
こ
と
で
、
「
鶯
の
琴
」
は
鶯
の
美
声

を
琴
の
音
に
た
と
え
た
も
の
で
あ
る
。
　

こ
の
鶯
、
人
々
に
よ
く
馴
染
み
親
し
ま
れ

て
き
た
証
し
と
し
て
、
そ
の
呼
び
名
・
異
名

別
名
の
数
が
多
い
。
春
告
鳥
・
経
読
鳥
・
歌

詠
鳥
・
花
見
鳥
・
匂
鳥
・
黄
粉
鳥
・
金
衣
鳥
・

禁
鳥
（
留
鳥
）・
人
来
鳥
・
時
知
り
鳥
・
な
つ

か
し
鳥
な
ど
の
呼
び
方
が
主
な
も
の
で
、
ま

た
鶯
に
当
て
る
漢
字
も
多
く
、
鶯
・
鸎
・

鷬
・
鸝
・
𪂹𪂹
・
黄
鳥
・
黄
鸝
・
鶬
鶊
、
春
鳥

子
・
報
春
子
・
金
衣
公
子
・
宇
熊
伊
住
な
ど

が
あ
る
。

な
か
で
も
春
告
鳥
は
鶯
の
別
称
と
し
て

殊
更
に
味
わ
い
深
い
。
『
古
今
集
』
春
上
の

大
江
千
里
の
歌
に
、

鶯
の
谷
よ
り
出
づ
る
声
な
く
は

　
　
春
来
る
こ
と
を
た
れ
か
知
ら
ま
し

と
あ
る
。
鶯
の
囀
り
は
、
ま
さ
に
春
の
到
来

を
告
げ
る
も
の
で
あ
り
、
鶯
は
春
の
時
を
知

ら
せ
る
時
鳥
と
言
わ
れ
、
時
知
り
鳥
と
称
さ

れ
る
の
も
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
鶯
は
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
囀

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
四
時
堂
其
諺
の

『
滑
稽
雑
談
』
に
「
ほ
け
経
と
鳴
く
声
の
響

く
ゆ
ゑ
な
り
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
法

華
経
』
を
読
む
経
よ
む
鳥
・
経
よ
み
鳥
（
経

読
鳥
）
と
し
て
尊
ば
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

鶯
に
か
か
わ
る
仏
教
句
も
い
く
つ
か
作
句

さ
れ
て
い
て
、

鶯
や
山
を
い
ず
れ
ば
誕
生
寺

鶯
の
声
を
大
き
く
比
叡
行

正
岡
子
規
、
明
治
二
十
四
年
春
三
月
の
千

葉
県
房
総
行
脚
の
折
、
法
華
宗
日
蓮
上
人

ゆ
か
り
の
小
湊
誕
生
寺
に
お
け
る
句
。
池
内

た
け
し
は
高
浜
虚
子
の
甥
で
あ
り
、
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
で
重
き
を
な
し
た
が
、
こ
の
句
は

天
台
法
華
教
学
の
聖
地
比
叡
山
で
の
句
作

で
あ
る
。

蒼
然
と
う
ぐ
ひ
す
啼
け
り
僧
に
客

う
ぐ
い
す
の
次
の
声
待
つ
吉
祥
天

田
村
木
国
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
し
た
人
。
加
藤
知
世
子
は
加
藤
楸
邨
夫

人
と
し
て
、
「
寒
雷
」
創
刊
と
と
も
に
夫
に

よ
く
従
い
俳
句
の
創
作
及
び
指
導
に
努
力

し
た
女
流
俳
人
で
あ
る
。
知
世
子
そ
の
人
に

吉
祥
天
女
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
私
も
鶯
の
次

の
鳴
き
声
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、
こ
の
春

を
、
さ
て
い
か
に
過
ご
し
て
行
く
か
、
引
き

締
め
て
心
致
そ
う
と
思
う
。

鶯
へ
今
年
の
季
節
を
問
う
て
み
る

改
め
て
今
、
鶯
の
、
い
や
春
告
鳥
の
囀
り

の
初
音
に
耳
を
澄
ま
し
、
心
を
研
ぎ
澄
ま

し
、
襟
を
正
し
て
威
儀
を
整
え
て
、
春
の
到

来
を
明
る
く
迎
え
合
い
た
い
。
春
の
訪
れ
の

温
か
い
や
さ
し
い
恵
み
を
と
も
ど
も
に
心
か

ら
よ
ろ
こ
び
合
い
、
分
か
ち
合
い
た
い
。
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の
囀
り
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国
）

（
知
世
子
）

（
裕
彦
）

（
子
規
）

（
た
け
し
）

十
二
月
・
一
月
の
行
事
報
告

法
話 

絵
馬
回
向
　
十
二
月
九
日（
金
）

修
正
会
　
一
月
一
日（
日
）

年末恒例の絵馬の魂入れ

太鼓の音が本堂内に
響き渡り、圧巻です

き
な 

こ 

ど
り

よ
み
ど
り

と
ど
め
ど
り

ひ
と 

く 

ど
りこ

う  

り

そ
う
こ
う

に
お
い
ど
り は

る
つ
げ
ど
り

き
ょ
う
よ
み
ど
り

う
た

あ
か

さ
え
ず

と
う
と

え
り

き
っ
し
ょ
う
て
ん

た  

む
ら 

も
つ 

こ
く

か  

と
う   

ち   

よ   

こ

は

う
た

み
ず 

べ

や
ま
す
そ

は
つ 

ね

み
ど
り

し
ゅ
き

く
れ
な
い

き
ょ
う
し
ょ
で
ん
た
つ
し
き

お 

ざ
わ 

け
ん 

じ
ゅ

に
っ
ち
ゅ
う
ほ
う
よ
う
し
ょ
う
ど
う
し ぎ

ょ
き
だ
い
え
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い
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、先
だ
って
お
伝
え
し
て
あ
り
ま
す
が
、一
月

に
増
上
寺
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
教
書
伝
達
式
に
て
、

小
澤
憲
珠
ご
法
主
台
下
よ
り
正
式
に
、当
山
住
職
を

今
春
の
増
上
寺
御
忌
大
会
五
日
目（
四
月
六
日
）

日
中
法
要
唱
導
師
に
任
命
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
と
申
し
ま
す
と
、当
日
は
受
付
・
団
参
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。例
年
、増

上
寺
御
忌
で
は
東
京
教
区
内
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る

団
参
の
案
内
を
若
手
僧
侶
の
集
ま
り
で
あ
る
青
年

会
で
お
手
伝
い
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
度
は
梅
窓
院

の
檀
信
徒
の
皆
様
と
一
緒
に
増
上
寺
に
参
拝
で
き
ま

す
こ
と
を
今
か
ら
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

春
彼
岸
物
産
展

3
月
21
日・22
日  

観
音
堂

4
年
ぶ
り
に
特
産
品
が
目
白
押
し

の
郡
上
八
幡
物
産
展
が
梅
窓
院
に

帰
っ
て
き
ま
す
！
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
求
め
下
さ
い
。

※
場
所
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

（
副
住
職
　
中
島
真
紹
）

春
彼
岸
会
に
よ
せ
て

春
彼
岸
と
は

〜
彼
岸
会
と
お
墓
参
り
〜

一
年
に
二
回
、昼
と
夜
の
長
さ

が
同
じ
に
な
る
日
を
お
彼
岸
の

中
日
と
し
て
、そ
の
前
後
三
日
ず

つ
、中
日
を
い
れ
て
七
日
間
が
お

彼
岸
に
な
り
ま
す
。日
本
で
始

ま
っ
た
行
事
で
、お
墓
参
り
を
す

る
習
慣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

春
彼
岸
法
要

三
月
二
十
一日（
火・祝
）

午
後
一
時
〜
地
下
二
階 

祖
師
堂

彼
岸
寄
席

彼
岸
寄
席

午
後
二
時
〜
地
下
二
階 

祖
師
堂

春
彼
岸
法
要

春
彼
岸
法
要

塔婆回向料…1本／7,000円
・同封のハガキにご記入の上、3月10日（金）必着でお申込み下さい。
・塔婆回向料は、同封の振込用紙で郵便局にてお支払い頂くか、受付まで
お持ち下さい。（銀行・コンビニでのお支払いはできません。）

塔婆申込み方法

梅窓院僧侶がご供養を勤めます。ぜひご参列下さい。なお、感染状
況によってはライブ配信に切り替える可能性もございますので、予め
ご了承下さい。

正午～　2階本堂にて
主催：株式会社ジャパンエキスパートシステム

令和5年 春のペット慰霊法要のお知らせ

立
川
小
談
志
師
匠

岐
阜
県
出
身
。

昭
和
五
十
一
年
九
月
八
日
生
ま
れ
。

本
名
　寺
田
政
春

一
九
九
九
年
五
月  

立
川
談
志
に
入
門
。

前
座
名「
談
吉
」。

二
〇
〇
七
年
七
月 

二
ツ
目
昇
進
、

「
泉
水
亭
錦
魚
」を
襲
名
。

二
〇
一
一
年
十
一
月  

談
志
死
去
の
た
め
、

二
〇
一
二
年
四
月  

龍
志
門
下
へ
。

二
〇
一
五
年
十
月  

真
打
に
昇
進
、

二
代
目「
立
川
小
談
志
」を
襲
名
。

芸　歴 プロフィール

た
て
か
わ

こ

し

だ
ん

・お彼岸前後の土・日・祝日はお参りに来られる方で境内が大変混
み合います。ご来寺の際は感染症対策をした上で電車等、公共交
通機関をご利用下さい。
・3月18日～24日まで、境内駐車スペースは、お体のご不自由な方、
車椅子をお使いの方の車を優先とさせて頂きます。ご協力お願い
致します。
・会場内の空調は微調整が難しいため、ご自身で温度調整できる服
装でご来寺下さい。

春彼岸中のお檀家様へお願い

彼岸寄席を中止とし、2階本堂にて法要の様子をライブ配信予定です。
お席のご用意はございませんが、法要中はお焼香頂けますので、宜し
ければ本堂へお参り下さい。
お塔婆につきましては、法要後に僧侶にて建て
させて頂きます。

最新情報は梅窓院ホームページをご覧下さい。
https://www.baisouin.or.jp/ 梅窓院ホームページの

QRコード

東京都に緊急事態宣言及び
まん延防止等重点措置が発出された場合

唐
の
詩
人
杜
牧
の
有
名
な
詩
「
江

南
の
春
」
の
起
承
は
、

千
里
　
鶯
啼
い
て
　
緑
　
紅
に
映
ず

水
村
　
山
郭
　
酒
旗
の
風

と
詠
わ
れ
て
い
る
。
は
る
か
見
渡
す
か
ぎ
り

鶯
が
鳴
き
、
若
葉
の
緑
が
花
の
紅
に
映
え
て

広
が
る
。
水
辺
の
村
も
山
裾
の
里
も
居
酒
屋

の
旗
が
風
に
は
た
め
い
て
い
る
…
…
、
雄
大

な
る
長
江
が
流
れ
る
中
国
江
南
地
方
の
お

お
ら
か
に
し
て
の
ど
か
な
春
の
景
色
で
あ

る
。
冒
頭
、
「
千
里
鶯
啼
く
」
と
し
て
、

広
々
と
は
る
か
に
つ
ら
な
る
平
野
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
聞
こ
え
る
鶯
の
声
を
置
い
た
と
こ
ろ

が
絶
妙
で
あ
る
。

さ
て
、
鶯
は
日
本
人
に
と
っ
て
も
ま
こ
と

に
親
し
み
深
い
鳥
で
あ
る
。
「
鶯
の
初
音
」

は
春
の
到
来
を
告
げ
る
よ
ろ
こ
ば
し
い
も
の

で
あ
り
、
「
鶯
の
谷
渡
り
」
は
谷
間
の
枝
か

ら
枝
へ
と
す
ば
や
く
軽
や
か
に
飛
び
渡
る
動

き
と
、
「
ケ
ッ
キ
ョ
ー
、
ケ
ッ
キ
ョ
ー
」
と

続
け
ざ
ま
に
や
か
ま
し
く
鳴
く
鳴
き
声
を

嘆
じ
た
も
の
で
あ
る
。
「
梅
に
鶯
」
と
言
え

ば
、
よ
く
調
和
し
た
お
似
合
い
の
仲
の
よ
い

ほ
ほ
え
ま
し
い
こ
と
の
た
と
え
で
あ
る
。
ま

た
「
鶯
の
笹
鳴
き
」
「
鶯
の
笹
笛
」
は
、
冬

に
舌
鼓
を
打
つ
よ
う
に
「
チ
ャ
ッ
チ
ャ
ッ
」

と
鳴
く
こ
と
で
、
「
鶯
の
琴
」
は
鶯
の
美
声

を
琴
の
音
に
た
と
え
た
も
の
で
あ
る
。
　

こ
の
鶯
、
人
々
に
よ
く
馴
染
み
親
し
ま
れ

て
き
た
証
し
と
し
て
、
そ
の
呼
び
名
・
異
名

別
名
の
数
が
多
い
。
春
告
鳥
・
経
読
鳥
・
歌

詠
鳥
・
花
見
鳥
・
匂
鳥
・
黄
粉
鳥
・
金
衣
鳥
・

禁
鳥
（
留
鳥
）・
人
来
鳥
・
時
知
り
鳥
・
な
つ

か
し
鳥
な
ど
の
呼
び
方
が
主
な
も
の
で
、
ま

た
鶯
に
当
て
る
漢
字
も
多
く
、
鶯
・
鸎
・

鷬
・
鸝
・
𪂹𪂹
・
黄
鳥
・
黄
鸝
・
鶬
鶊
、
春
鳥

子
・
報
春
子
・
金
衣
公
子
・
宇
熊
伊
住
な
ど

が
あ
る
。

な
か
で
も
春
告
鳥
は
鶯
の
別
称
と
し
て

殊
更
に
味
わ
い
深
い
。
『
古
今
集
』
春
上
の

大
江
千
里
の
歌
に
、

鶯
の
谷
よ
り
出
づ
る
声
な
く
は

　
　
春
来
る
こ
と
を
た
れ
か
知
ら
ま
し

と
あ
る
。
鶯
の
囀
り
は
、
ま
さ
に
春
の
到
来

を
告
げ
る
も
の
で
あ
り
、
鶯
は
春
の
時
を
知

ら
せ
る
時
鳥
と
言
わ
れ
、
時
知
り
鳥
と
称
さ

れ
る
の
も
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
鶯
は
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
囀

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
四
時
堂
其
諺
の

『
滑
稽
雑
談
』
に
「
ほ
け
経
と
鳴
く
声
の
響

く
ゆ
ゑ
な
り
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
法

華
経
』
を
読
む
経
よ
む
鳥
・
経
よ
み
鳥
（
経

読
鳥
）
と
し
て
尊
ば
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

鶯
に
か
か
わ
る
仏
教
句
も
い
く
つ
か
作
句

さ
れ
て
い
て
、

鶯
や
山
を
い
ず
れ
ば
誕
生
寺

鶯
の
声
を
大
き
く
比
叡
行

正
岡
子
規
、
明
治
二
十
四
年
春
三
月
の
千

葉
県
房
総
行
脚
の
折
、
法
華
宗
日
蓮
上
人

ゆ
か
り
の
小
湊
誕
生
寺
に
お
け
る
句
。
池
内

た
け
し
は
高
浜
虚
子
の
甥
で
あ
り
、
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
で
重
き
を
な
し
た
が
、
こ
の
句
は

天
台
法
華
教
学
の
聖
地
比
叡
山
で
の
句
作

で
あ
る
。

蒼
然
と
う
ぐ
ひ
す
啼
け
り
僧
に
客

う
ぐ
い
す
の
次
の
声
待
つ
吉
祥
天

田
村
木
国
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
し
た
人
。
加
藤
知
世
子
は
加
藤
楸
邨
夫

人
と
し
て
、
「
寒
雷
」
創
刊
と
と
も
に
夫
に

よ
く
従
い
俳
句
の
創
作
及
び
指
導
に
努
力

し
た
女
流
俳
人
で
あ
る
。
知
世
子
そ
の
人
に

吉
祥
天
女
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
私
も
鶯
の
次

の
鳴
き
声
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、
こ
の
春

を
、
さ
て
い
か
に
過
ご
し
て
行
く
か
、
引
き

締
め
て
心
致
そ
う
と
思
う
。

鶯
へ
今
年
の
季
節
を
問
う
て
み
る

改
め
て
今
、
鶯
の
、
い
や
春
告
鳥
の
囀
り

の
初
音
に
耳
を
澄
ま
し
、
心
を
研
ぎ
澄
ま

し
、
襟
を
正
し
て
威
儀
を
整
え
て
、
春
の
到

来
を
明
る
く
迎
え
合
い
た
い
。
春
の
訪
れ
の

温
か
い
や
さ
し
い
恵
み
を
と
も
ど
も
に
心
か

ら
よ
ろ
こ
び
合
い
、
分
か
ち
合
い
た
い
。
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ど
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こ
の
度
、梅
窓
院
中
島
真
成
住
職
は
、浄
土

宗
大
本
山
増
上
寺
で
行
わ
れ
ま
す
御
忌
大
会

唱
導
師
を
拝
命
し
、四
月
六
日（
木
）の
増
上
寺

の
日
中
法
要
に
唱
導
師
と
し
て
出
座
す
る
こ

と
と
相
成
り
ま
し
た
。

梅
窓
院
で
は
昨
年
十
一
月
の
十
夜
会
に
併

せ
て
親
書
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。増
上
寺

執
事
長
が
梅
窓
院
を
訪
れ
、直
接
住
職
に
法
主

名
の
親
書
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。文
面
の
中
に

は
以
下
の
一
文
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
尚
　檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

御
住
職
が
所
期
の
目
的
を
達
成
出
来
ま
す
様

物
心
両
面
に
わ
た
り
格
別
の
ご
協
力
ご
奉
仕

を
頂
き
度
く
よ
ろ
し
く
ご
配
慮
ご
盡
力
賜
り

ま
す
様
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
」

そ
し
て
、年
が
明
け
た
一
月
二
十
五
日
、こ

の
日
は
法
然
上
人
の
御
命
日
に
な
り
ま
す
が
、

唱
導
師
が
増
上
寺
へ
参
拝
し
法
主
か
ら
直
接
、

教
書
を
手
渡
さ
れ
ま
す
。こ
れ
を
教
書
伝
達
式

と
い
い
ま
す
。

こ
の
一
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、檀
信
徒
の
皆

様
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、ご
家
族
・
ご
友
人
・
お
知

り
合
い
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、ご
参
拝
下
さ

い
。な
お
、参
加
費
と
な
る
増
上
寺
の
参
拝
冥

加
料
は
梅
窓
院
で
負
担
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

当
日
の
流
れ
は
右
頁
を
ご
参
照
下
さ
い
。

大
河
ド
ラ
マ「
ど
う
す
る
家
康
」で
大
注
目
！

徳
川
家
ゆ
か
り
の
お
寺
・
増
上
寺
最
大
行
事

　

◀増上寺の約2万坪の境内に
は本堂（大殿）などの伽藍から、
記念碑や供養塔など見所がたく
さんあります。また、現在の10倍
もあった旧境内地には史跡や緑
や自然が残っています。御忌参
拝の前後に、あるいは日を改めて
の散策で訪れたい、とっておきの
スポットをご案内します。

詠唱発祥の地・記念碑
詠唱はここ増上寺で誕生しました。
三門を入って左手、参道脇に建っています。

芝東照宮
増上寺南側公園に隣接しています。
御祭神は徳川家康公です。

御成門
徳川将軍が増上寺を訪れる時に使われた将軍専用
の御門です。プリンスホテル北側道路脇に。

紅
葉
谷
の
も
み
じ
滝

増
上
寺
の
裏
手
、東
京
タ
ワ
ー
の
足
元
に
な
ん
と
滝
が

流
れ
て
い
ま
す
。紅
葉
に
と
て
も
映
え
て
い
ま
す
。

増上寺集合（12：30）

増上寺ならではの特別な法要の導師を
中島住職が勤めます。

1

　令
和
五
年
四
月
六
日（
木
）、午
後
一
時

半
か
ら
の
お
練
り
行
列
に
参
加
す
る

お
子
様
を
募
集
し
ま
す
。

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
ま
で
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　当
日
は
着
物
に
髪
飾
り
を
つ
け
、保

護
者
様
と
一
緒
に
約
五
百
メ
ー
ト
ル
歩

き
ま
す
。法
要
の
最
初
に
唱
導
師（
中
島

住
職
）よ
り
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
と
、頭

上
に
仏
様
の
聖

水
を
か
け
る

灌
頂
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。

　ご
家
族
の
お

子
様
だ
け
で
な

く
お
友
達
の
参

加
も
大
歓
迎

で
す
。

か
ん 

じ
ょ
う

　御
忌
の
期
間
中
は
境
内
に
、食
べ
物
、

お
菓
子
、お
土
産
品
な
ど
数
々
の
屋
台
が

並
び
ま
す
。ま

た
浄
土
宗
東
京

教
区
青
年
会
に

よ
る
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地

復
興
支
援
の
物

品
販
売
テ
ン
ト

も
出
て
い
ま
す
。

屋
台
も
並
ぶ
御
忌
大
会

当日の流れ
2023年4月6日(木)

知りたい増上寺もっと

3 日中法要参列

2 御説教拝聴

2023年 4月 6日（木）
梅窓院 中島真成住職が
唱導師を勤めます

増上寺の布教師による
御説教をお聞きします。

過去に脇導師を勤めた中島住職。

※昼食の用意はございませんので、各自でお済ませの
上お越し下さい。
※当日は増上寺に梅窓院受付を設けております。
お祝い等をお持ちの方は受付にお納め下さい。

大本山増上寺より拝受した親書

御
忌
大
会 

特
別
記
念
参
拝

ぎ
ょ

　
　
　き

　
　
　

  

だ
い

　
　
　え

※増上寺への参拝冥加料2,000円は梅窓院が負担致します。
※詳細につきましては、同封のチラシをご覧下さい。
※当日の流れは変更になる場合がございます。

参加特典
①参加費無料
②記念品贈呈増上寺より

お
稚
児
さ
ん
、募
集
し
ま
す

増上寺解散
（15：30予定）
5

記念撮影4
法要後、増上寺法主、
御忌唱導師と一緒に
記念撮影を行います。

御忌大会特別団体参拝及び
お稚児さんお申し込みはこちら

〒107-0062
港区南青山2-26-38　梅窓院広報部（青山文化村）
TEL:03-3404-8588/FAX:03-3404-8436
E-mail:bunkamura@baisouin.or.jp

お申し込み

令和5年3月24日（金）締切
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中
島
真
成
住
職
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宗
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山
増
上
寺
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わ
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ま
す
御
忌
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会
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梅窓院 中島真成住職が
唱導師を勤めます

増上寺の布教師による
御説教をお聞きします。

過去に脇導師を勤めた中島住職。

※昼食の用意はございませんので、各自でお済ませの
上お越し下さい。
※当日は増上寺に梅窓院受付を設けております。
お祝い等をお持ちの方は受付にお納め下さい。

大本山増上寺より拝受した親書

御
忌
大
会
特
別
記
念
参
拝

ぎ
ょ

き

だ
い

え

※増上寺への参拝冥加料2,000円は梅窓院が負担致します。
※詳細につきましては、同封のチラシをご覧下さい。
※当日の流れは変更になる場合がございます。

参加特典
①参加費無料
②記念品贈呈増上寺より

お
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児
さ
ん
、募
集
し
ま
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増上寺解散
（15：30予定）
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記念撮影4
法要後、増上寺法主、
御忌唱導師と一緒に
記念撮影を行います。

御忌大会特別団体参拝及び
お稚児さんお申し込みはこちら

〒107-0062
港区南青山2-26-38　梅窓院広報部（青山文化村）
TEL:03-3404-8588/FAX:03-3404-8436
E-mail:bunkamura@baisouin.or.jp

お申し込み

令和5年3月24日（金）締切
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勝
崎
裕
彦（
か
つ
ざ
き
ゆ
う
げ
ん
）先
生

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　今回から、梅窓院の仏教講座の講師をお勤め
頂いている先生方にご登場頂きます。講座に参
加されている皆様はもちろん、まだ参加されてい
ない皆様にも講座の内容や先生方のお人柄に
触れて頂ければ幸いです。

◆先生には平成 16 年 6 月 15 日から講義をして
いただいていますが、心掛けていらっしゃることは
何でしょうか。
勝崎裕彦先生（以下勝崎）　最初の講義から19年
経つのですが、私の講義の基調は、大乗仏教菩
薩思想を中心としたお話をさせていただく中で、
<覚りを開かれた仏 >と< 仏の覚りを求めて努力
する菩薩 >について説き進め、語り継ぐことです。
◆大乗仏教の菩薩思想ですね。
勝崎　はい、私は大乗仏教の出発点を担った
『般若経』を研究対象として勉強してきましたの
で、おのずから大乗仏教の釈尊観・仏陀観、菩
薩思想が講義内容の根底にあります。そのことは
当然のことながら、私ども浄土宗のご本尊阿弥
陀仏、そしてその阿弥陀さまの因位の修行時代
の法蔵菩薩のありようへの関心と尊崇に帰着す
るわけです。
◆浄土宗に繋がっているのですね。
勝崎　はい。そして講義ではできるだけわかりや
すくお話しすること、一つひとつの言葉を大切に
はっきりと発音して、一語一句、一文一節、抑揚や
区切りに気をつけて、やさしくお話しすること、し
かもやさしい心をお話しすることを心掛けていま
す。ですが、実はいささか乱暴で、粗雑なお話し
をずっとしてきたのではないかと、いつも、そして
今も、現在も不安でなりません。

◆私たち広報部も聴かせて頂いていますが、そ
んなことはないかと思います。
勝崎　それならいいのですが。いつもお席に坐っ
ていただいて、感謝しています。
◆先生にとって仏教講座とは？
勝崎　講義場の広く明るく整った環境、そして時
折おこなわれる茶話会の懇親の場も含めて、肩
のこらない和気藹 と々した雰囲気で、それこそや
さしい「仏教講座」の時間と空間ですので、私に
とってかけがえのない講座です。
◆最後に梅窓院とのご縁を教えて下さい。
勝崎　梅窓院さんと小寺、香蓮寺は同じ東京教
区城西組ですし、お寺の距離が近いこともある上、
名刹梅窓院さまへお伺いさせていただくご縁の
ありがたさを深く感じています。浄土宗の近代教
育を大きく導かれた先々代中島真孝上人、豪胆
にして繊細な慈愛深かった先代中島真哉上人
への敬慕の思いをこめて、これからも講義を続け
させていただければと思っております。
◆お忙しい中、本日はありがとうございました。

梅
窓
院
仏
教
講
座
講
師
・

大
正
大
学
名
誉
教
授
・
香
蓮
寺
住
職

梅窓院にお越し頂き、客殿でお話しを伺いました。
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勝崎先生のお寺、香蓮寺の最寄り駅は信濃町駅。

プロフィール
1946年生まれ。1976年、大正大学大学院博士課程修了。
博士（仏教学）。専門は大乗仏教菩薩思想、般若経研究、仏
教ことわざの研究。大正大学元学長・名誉教授。浄土宗香
蓮寺住職。著書は『仏教ことわざ辞典』（渓水社）、『ことわざ
で学ぶ仏教』（日本放送出版協会）ほか。



　

　今回は東京メトロ赤坂駅から徒歩5分、溜池山王駅
から7分のところにある日本料理屋「赤坂 渡なべ」を
ご紹介します。

　笑顔が愛くるしい店主の渡邊雄二郎様は新潟県出身でご
実家は仕出し屋さん。そのため、生まれたときから料理人を目指
していたと言っても過言ではないのだとか。2018年に「赤坂 渡
なべ」をオープン、2021年に内装を一新し、リニューアルオープン
しました。コロナ禍で飲食店にとって厳しい時期でも客足が途
切れなかった秘訣は、店主の明るい人柄とおもてなしを尽くした
その姿勢。お客様のニーズに優しく寄り添い、満足して頂けるよ
う尽力することがお客様との絆を深める第一歩だそうです。お

料理も季節の食材をふん
だんに使用した絶品コース
をご用意しています。
　明るく朗らか、そして和
食を極めた渡邊様の味が
楽しめる「赤坂 渡なべ」、
ぜひ足をお運び下さい。

梅窓院通信 No.1237

次回は「春の季語」でご自由にお詠み下さい。4月5日を締切、
2023年6月発送の『お盆号』にて発表致します。郵送・FAX・メール
のいずれかの方法で、ご応募下さい。尚、選者が添削し掲載する場合
がございますのでご了承下さい。皆さまの投句をお待ちしております。
〒107-0062　東京都港区南青山2-26-38
 梅窓院｢青山俳壇｣投句募集係
 FAX：03-3404-8436（青山文化村）
 メール：bunkamura@baisouin.or.jp

青山俳壇の選者、大崎紀
夫先生による俳句の会で
す。ご興味のある方は、下記
の番号までご連絡下さい。

ウエップ編集室
電話03-5368-1870

青 山 散 歩 道

投句募集 ｢やぶれ傘｣会員募集

春のお彼岸と言えば、牡丹餅を
思い浮かべる方も多いでしょう。赤
い小豆餡をまぶしたところが、牡丹
の花に似ていることから、また、牡丹
は春に咲く花なので、春のお彼岸に
食べるものを「ぼたもち」と呼ぶよ
うになりました。（語源由来辞典）
牡丹の花は、中国の国花。その
美しさから唐代の玄宗皇帝や楊貴
妃をはじめに人民に広く愛されて
いたといわれますが、実は薬草と
しても有名な植物。2000年前か
ら栽培されていたといわれていま
す。根の皮を乾燥させたものが
「牡丹皮（ボタンピ）」と呼ばれる漢
方薬になり、血液の滞りによるさま
ざまな症状に利用されます。女性
の無月経や生理痛、腹部の腫物な
どに桂枝などと配合されたり、産
後の衰弱や血の道などには当帰な
どと組み合わされたり、女性にみら
れるあらゆる症状に不可欠な植物
です。花びらのあでやかさ同様、牡
丹の根の漢方薬で女性の肌色も
美しくなることでしょう。
さて、「暑さ寒さも彼岸まで」と
いわれ、この日を境に寒さも峠を
越して徐々に温かい気候となると
されています。次の季節への移行
期は、五行説では「土用」に配当さ
れますが、この時季は体のバラン
スを崩しやすい。昔の人は、季節の
変わり目は気をつけるように、と教
えていました。五行説でも土用の
時季は脾胃に負担がかかり、脾胃
の養生が大切と教えています。
お彼岸の牡丹餅やお萩は、脾胃
が喜ぶ食べもの。理に叶った健康
食なのですね。

食
養
研
究
家

武 

鈴
子

彼
岸
の
養
生
食

第
九
十
回

◎
特
選

○
骨
酒
で
政
治
談
議
や
囲
炉
裏
端

 

◎
入
選

○
療
養
を
終
へ
て
息
つ
く
柚
子
湯
か
な

 

○
た
め
ら
い
も
な
く
散
り
急
ぐ
公
孫
樹

 

○
き
り
た
ん
ぽ
齧
り
今
年
の
反
省
会

 

○
ス
ト
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ブ
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に
集
ま
る
猫
と
僕
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
心
配
だ
け
ど
牡
蠣
旨
い

 

○
大
好
き
な
炬
燵
を
出
し
て
冬
支
度

 

○
手
を
つ
な
ぎ
心
和
や
か
枯
野
行

 

○
大
晦
日
仲
間
と
か
わ
す
酒
格
別

 

○
初
雪
に
溶
け
る
初
恋
懐
か
し
く

 

◎
選
者
詠

○
綿
毛
が
降
り
て
く
る
の
を
待
つ
て
ゐ
る

 大
崎

　

 

紀
夫

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
〉

　一
句
の
中
に
季
語
が
二
つ
以
上
入
っ
て
い
る
の
を「
季
重
な
り
」と
いい
ま
す
。そ
れ

を
認
め
な
い
俳
人
は
か
な
り
い
ま
す
が
、わ
た
し
は
認
め
て
い
ま
す
。こ
れ
が
主
た
る

季
語
だ
と
分
か
る
場
合
、分
か
ら
な
く
て
も
読
ん
で
違
和
感
が
な
い
場
合
、季
節

感
が
は
っ
き
り
感
じ
ら
れ
る
場
合
│
│
な
ど
で
す
。主
た
る
季
語
と
判
断
す
る
ひ

と
つ
の
基
準
は
、ひ
と
つ
が
切
れ
字「
や
」の
上
に
置
か
れ
て
い
る
と
き
、上
五
か
下
五

に
置
か
れ
て
い
る
と
き
│
│
な
ど
で
す
。た
だ
初
心
の
こ
ろ
は
歳
時
記
で
よ
く
季

語
を
調
べ
、な
る
べ
く
ひ
と
つ
の
季
語
に
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

選
者『
ウ
エ
ッ
プ
俳
句
通
信
』編
集
長

大
崎 

紀
夫

青 山 散 歩 道

赤坂 渡なべ

飲食店を経営されている皆様へ
「青山散歩道」コーナーにて掲載にご協力頂ける飲食店を募集しております。

伝統的な和食の型を大切にしている
ランチコース。

営業時間／
ランチ（土日祝日のみ）11:30～15:00
ディナー 17:30～22:30

定休日／月曜日、その他不定休あり
※新型コロナウイルス感染拡大の影
響で、店舗の営業時間が変更となる
場合がございます。最新情報は店舗
まで直接お問い合わせ下さい。

席数／18席
（カウンター8席、個室2部屋4名・6名)
住所／東京都港区赤坂2-17-59

エスポワール2F
TEL／03-6426-5872

カウンター席では店主・渡邊様の見事な
腕前を間近で見ることができます！

わた

★

港区立赤坂
氷川公園

千代田線
赤坂駅
5a出口

山王下（日枝神社入口）
銀座線・南北線
溜池山王駅

赤坂 渡なべ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　今回から、梅窓院の仏教講座の講師をお勤め
頂いている先生方にご登場頂きます。講座に参
加されている皆様はもちろん、まだ参加されてい
ない皆様にも講座の内容や先生方のお人柄に
触れて頂ければ幸いです。

◆先生には平成 16 年 6 月 15 日から講義をして
いただいていますが、心掛けていらっしゃることは
何でしょうか。
　　　　先生（以下　　）　最初の講義から19年
経つのですが、私の講義の基調は、大乗仏教菩
薩思想を中心としたお話をさせていただく中で、
<覚りを開かれた仏 >と< 仏の覚りを求めて努力
する菩薩 >について説き進め、語り継ぐことです。
◆大乗仏教の菩薩思想ですね。
　　　はい、私は大乗仏教の出発点を担った
『般若経』を研究対象として勉強してきましたの
で、おのずから大乗仏教の釈尊観・仏陀観、菩
薩思想が講義内容の根底にあります。そのことは
当然のことながら、私ども浄土宗のご本尊阿弥
陀仏、そしてその阿弥陀さまの因位の修行時代
の法蔵菩薩のありようへの関心と尊崇に帰着す
るわけです。
◆浄土宗に繋がっているのですね。
　　　はい。そして講義ではできるだけわかりや
すくお話しすること、一つひとつの言葉を大切に
はっきりと発音して、一語一句、一文一節、抑揚や
区切りに気をつけて、やさしくお話しすること、し
かもやさしい心をお話しすることを心掛けていま
す。ですが、実はいささか乱暴で、粗雑なお話し
をずっとしてきたのではないかと、いつも、そして
今も、現在も不安でなりません。

◆私たち広報部も聴かせて頂いていますが、そ
んなことはないかと思います。
　　　それならいいのですが。いつもお席に坐っ
ていただいて、感謝しています。
◆先生にとって仏教講座とは？
　　　講義場の広く明るく整った環境、そして時
折おこなわれる茶話会の懇親の場も含めて、肩
のこらない和気藹 と々した雰囲気で、それこそや
さしい「仏教講座」の時間と空間ですので、私に
とってかけがえのない講座です。
◆最後に梅窓院とのご縁を教えて下さい。
　　　梅窓院さんと小寺、香蓮寺は同じ東京教
区城西組ですし、お寺の距離が近いこともある上、
名刹梅窓院さまへお伺いさせていただくご縁の
ありがたさを深く感じています。浄土宗の近代教
育を大きく導かれた先々代中島真孝上人、豪胆
にして繊細な慈愛深かった先代中島真哉上人
への敬慕の思いをこめて、これからも講義を続け
させていただければと思っております。
◆お忙しい中、本日はありがとうございました。

梅
窓
院
仏
教
講
座
講
師
・

大
正
大
学
名
誉
教
授
・
香
蓮
寺
住
職

梅窓院にお越し頂き、客殿でお話しを伺いました。
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　　先生のお寺、香蓮寺の最寄り駅は信濃町駅。

プロフィール
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令和5年度請求時期のお知らせ
令和5年度の護寺費・管理費・年会費の請求書は4月中旬頃の発送を予定しております。お手元
に届きますまで今しばらくお待ち頂きます様お願い申し上げます。

発 行
発 行 日
発 行 人
編 集
住 所

電 話
Ｆ  Ａ  Ｘ
ホームページ
E -Ma i l
題 字

梅窓院
令和5年2月1日
中島 真成
青山文化村
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-38
03-3404-8447
03-3404-8107
https://www.baisouin.or.jp/
jodo@baisouin.or.jp
中村康隆元浄土門主
総本山知恩院第八十六世門跡

11月22日(火)梅窓院で消防訓練を行な
いました。僧侶や職員が消火活動を実践
し、より一層防災意識を高めました。

芝公園にある浄土宗大本山増上寺の令和
5年度御忌大会にて、4月6日(木)に当院の
中島真成住職が御忌法要の主役である唱
導師を勤めることとなりました。それに伴い
団体参拝を催します。
また、当日行われるお練り行列のお稚児さん
も募集しております。とても良い記念になりま
すので、この機会にぜひお孫さんやお子様と
一緒にご参加下さいませ。
詳細は4・5面と同封のチラシをご覧下さい。
皆様のご参拝をお待ちしています。

令和5年度
増上寺御忌団体参拝の

お知らせ
参加費無料・お申込み受付中！

お檀家さんに伺いました

本日は両親のお墓参りと二人が可愛がっていた猫が無礙光塔で眠っていますので、ペット慰
霊法要に参列をしました。
家族以外にはクールで気高く、とても愛らしい子で、母亡きあとは父を支える存在でしたが、
父よりほんの一足早く旅立ってしまいました。供養について悩んでいた時にちょうど無礙光
塔ができて、父母と一緒の場所に眠らせてあげることができて本当に有難かったです。今頃
は両親と仲良くお空から見守ってくれていると思います。

令和4年 秋彼岸会にて

『家族はいつでも一緒です』

『消防訓練』
11月10日(木)「火災予防業務協力者等表
彰式」にて赤坂消防署より、日頃から管内の
火災予防業務等に尽力したとして、感謝状
が授与されました。

『秋の火災予防運動への貢献』

春彼岸会法要
3月21日（火・祝）
寄席　午後1時～　祖師堂
法要　午後2時～　祖師堂

3月21日（火・祝）～22日（水）
春彼岸物産展　  　観音堂
※詳細は3面をご覧下さい。

第83回 念仏と法話の会
6月15日（木）
講師：高知県　正福寺住職
　　 月城嘉辰上人

行事予定

大施餓鬼会法要
5月20日(土)

増上寺御忌大会団体参拝
4月6日(木)
※詳細は4・5面、別紙チラシをご覧下さい。

開山忌法要・能楽奉納
6月10日（土）

はなまつり
4月2日（日）～ 8日（土）
2階　本堂
お釈迦様の誕生日をお祝いする
「はなまつり」。寺院棟2階本堂エ
ントランスに花
御堂がございま
す。皆様どうぞご
参拝下さい。

梅窓院では4月より「令和5年度前
期仏教講座」を開講します。今年度
前期も4名の先生が担当します。ど
うぞお気軽にご参加下さい。
※詳細は別紙チラシをご覧下さい。

令和5年度
仏教講座のご案内

お知らせ

御忌に随喜する中島住職。
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住
職
挨
拶

梅
窓
院
第
二
十
五
世  

中
島 

真
成

　令
和
五
年
も
は
や

二
月
を
迎
え
ま
す
。

皆
様
、お
変
わ
り
な

く
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　さ
て
、こ
の
四
月
に

は
浄
土
宗
大
本
山
増

上
寺
の
御
忌
法
要
で

唱
導
師
を
勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。前
号
の『
青
山
』

で
お
知
ら
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、先
々
代
、先
代
に
続
く
三
代

目
と
し
て
の
大
役
。増
上
寺
よ
り
昨
年
秋
に
は
親
書
、今
冬
に
は
教

書
を
授
か
り
、生
涯
一
度
の
晴
れ
舞
台
に
向
け
習
礼（
練
習
）も
重
ね

て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
て
大
役
を
果
た
せ
る
の
も
梅
窓
院
の
法
灯
を
継
承
し

て
き
た
歴
代
住
職
、お
寺
を
支
え
続
け
て
き
て
頂
い
た
檀
信
徒
の

皆
様
、ご
先
祖
様
の
お
陰
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。つ
き
ま
し
て

は
誌
面
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、お
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
ご
参

拝
頂
き
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　お
練
り
の
稚
児
行
列
に
は
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

お
子
さ
ん
ま
で
、保
護
者
様
と
も
ど
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。ま
た
、

増
上
寺
周
辺
に
は
名
所
旧
跡
も
数
多
く
、法
要
と
併
せ
て
お
楽
し

み
頂
け
る
か
と
存
じ
ま
す
。

　四
月
六
日
、平
日
の
木
曜
日
に
な
り
ま
す
が
、ど
う
ぞ
ご
家
族

皆
様
で
ご
参
加
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　さ
て
、春
彼
岸
会
で
す
が
、四
年
ぶ
り
に
郡
上
八
幡
物
産
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
。観
音
堂
に
郡
上
の
名
産
品
の
数
々
が
並
び
ま
す
の

で
、彼
岸
法
要
の
前
後
に
お
立
ち
寄
り
、お
楽
し
み
下
さ
い
。

　そ
し
て
令
和
五
年
前
期
の
仏
教
講
座
が
始
ま
り
ま
す
。本
誌
の

「
梅
窓
院
を
囲
む
人
々
」に
、仏
教
講
座
の
先
生
方
に
ご
登
場
頂
き

ま
す
。は
や
二
十
年
に
な
り
ま
す
こ
の
仏
教
講
座
、気
軽
に
仏
教
に

触
れ
て
頂
く
場
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。本
誌
で
先
生
方
の
講
座
へ

の
思
い
を
お
読
み
頂
け
れ
ば
、講
座
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る
か

と
存
じ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、御
忌
法
要
へ
の
ご
参
列
、重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御忌大会が催される大本山増上寺の三門。
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